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Abstract 
A technology road map can become an effective communication tool that unites vectors of all 
companies.  The essential requirement for introduction of technology road map is the making method 
of without creator‘s knowledge, and enforceable in a short time.  In this paper a technology road map 
making method for taking the system design idea method is devised.  One example is made by using 
this technique, and this technique was considered. 
 
要  約 
技術ロードマップは全社のベクトルを統一する有効なコミュニケーション・ツールとなりう
るが、その作成には多くのマンアワーを必要としているのが現状である。技術ロードマップを
短時間で容易に作成できる方法があるとよい。そこで、システムデザイン思考法を取り入れた
技術ロードマップ作成手法を考えた。そしてこの手法を使用して一例を作成し、この手法の考
察を行った。 
 
 
＜キーワード＞ 技術ロードマップ、目的展開、手段展開 
road map, method, purpose expansion 
 
 
 
早稲田大学 WBS 研究センター 
早稲田国際経営研究 
No.41（2010）pp.131-140 
 
＊ 早稲田大学大学院商学研究科 専門職学位課程ビジネス専攻 
＊＊ 早稲田大学大学院商学研究科 教授 
─   ─ 132
 1 ．はじめに 
技術ロードマップは、企業の製品開発における問題点を解消するために全社のベクトルを統一する有
効なコミュニケーション・ツールとなりうる。しかしながら、企業へ技術ロードマップを導入するにあ
たっては、大別して次の 2 点の問題がある。 
① 作成に“時間”がかかる 
② 作成者らの知識量に結果が大きく左右される 
①に関しては、作成の困難さ、プロセスの多さに係る作成時間の問題である。後述するいくつかの技
術ロードマップ作成手法でも、作成時間に多量の時間がかかる。というのは、多くの技術者を一堂に会
して会議形式でロードマップを作成するというのが、一般的な方法だからである。しかも一同のコンセ
ンサスをとっていく〔１〕。この方式をとると、本稿で述べる方式に比べて、ロードマップ作成のための
延べ時間、つまり「人数 × 一人あたりの時間」がかなり多くなると思われる。 
②に関しては、現在開発されている技術ロードマッピング手法に共通する問題がある。現在のロード
マッピング手法の殆どがディスカッションベースのものとなっている。それも、ブレーンストーミング
でロードマップを作り上げていこうとする。ブレーンストーミング法は、発想法としてはおもしろいも
のが出る可能性があるが、あまり論理的な方法とはいえない。論理的でないと、筋道の通ったロードす
なわち“道”を探索していくことに支障を来すことがある。また、ブレーンストーミング法は、メンバ
ーの顔ぶれによって結果がさまざまに変化するのが普通である。このことは、アイデア発想には良い結
果をもたらすが、論理性も必要とするロードマップ作りには必ずしも向いているとはいえない。 
本研究では、上記 2 点の問題を解決するために、システムデザイン思考法を取り入れた技術ロードマ
ップ作成方法を提案する。ここで提案する方法は、単にロードマップを作成するだけではなく、技術要
素の抽出にも使える。その結果、保有する自社技術について新たな価値を発見できるというメリットも
生じうる。 
 
 2 ．技術ロードマップとは 
 2 ．1 技術ロードマップの類型 
技術ロードマップの類型について述べる。技術ロードマップをその役割に応じて「戦略型」、「広報
型」、「戦術型」とする分類がある〔１〕。これは、「作成するロードマップを誰が見るのか」という視点で
分類したものと言える。 
① 「戦略型ロードマップ」 
このロードマップは、組織のビジョンを達成するための道筋や、プロジェクトのゴールまでの道
筋を、要素技術を盛り込みながら示そうとするものである。そのため、数枚の主たる図表とポートフ
ォリオなどの補足資料を使用してわかりやすく示す。 
② 「広報型ロードマップ」 
このロードマップは、技術群が発達してできる社会の未来像（ビジョン）を、広く社会に示そう
とするものである。そして技術開発に関わる産業界や政策、社会そのものなどの方向性についてその
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合意を形成しようとするものである。 
③ 「戦術型ロードマップ」 
このロードマップは、進捗管理のために作成するものである。戦術型ロードマップは、経営者等
が全体の整合性を監督できるようにするために使用する。いわば、プロジェクトマネジメントのツー
ルとして使用するものである。 
一方、技術ロードマップを内容によって「市場」、「製品」、「技術」と捉える分類もある〔２〕。この分
類では、 3 種類のロードマップが互いに関連付けられることとなる。 
（ 1 ）市場ロードマップ 
市場ロードマップは、市場動向やニーズをベースとして作成されるロードマップである。つまり、
市場から要求される技術を記載するものである。自社戦略を念頭において、それぞれの対象市場分
野で発生する問題を分析し、列挙したものが市場ロードマップとなる。 
（ 2 ）製品ロードマップ 
製品ロードマップは、市場ロードマップで明確化された技術課題に対して、解決策としての製品
群を記載したロードマップである。市場の課題とは即ちニーズであり、ニーズを満足する製品群を
将来へ向けてリストアップしたものが製品ロードマップとなる。 
（ 3 ）技術ロードマップ 
これは狭義の意味の技術ロードマップであり、製品ロードマップの仕様を満足する技術要素に関
して記載されたロードマップである。市場ロードマップ、製品ロードマップを作成したことで、必要
な技術が明確化されることを前提に、自社の保有技術要素体系と関連づけて作成されるものである。
ここでも、将来へ向けて技術要素をリストアップしていく。 
以上 2 つの類型を紹介してきたが、これらを性質ごとに関連づけると以下のようになる。用途として
の「戦略型」「広報型」「戦術型」ロードマップの分類の下に、作成対象による分類として「市場」「製
品」「技術」のロードマップが当てはまる形になる。また、作成対象による分類は、そのまま作成プロ
セスに置き換えたものとして捉えることが出来る。 
 
表１ 技術ロードマップの関連 
用途による分類 戦略型 広報型 戦術型 
市場 市場 ― 
製品 製品 ― 作成対象による分類 
技術 ― ― 
 
 
 2 ．2 技術ロードマップの作成プロセス 
具体的な技術ロードマップの作成プロセスとしては、既に以下のような方法が考え出されている〔１〕。 
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手   法 概     要 
T-Plan（S-PLAN、S-TPLAN） 市場でのビジネスに影響を及ぼす要因をドライバーとして抽出し、その
動向を探ることによってプロダクトやサービス、それに必要な技術を順
次導出していく手法 
Innovation ARCHITECTURE 技術の機能性を高めさらに新たな機能を追及することによって新しいプ
ロダクト、ビジネス、技術を予測する手法 
C-PLAN T-PLAN をベースとし、テクノロジー・ロードマッピングを方法論とし
て活用した異分野技術の融合促進を目的とした手法 
マーケット・フォーサイト法 
（MAFFINT 法） 
消費者動向や製品市場動向、社会動向から将来の市場を仮説設定し、そ
の具現化に向けてのビジネス・シナリオを作成し、さらにプロダクト・
サービス、実現技術、リソースを段階的に抽出していく手法 
 
 3 ．技術ロードマッピングの手順化 
前述した技術ロードマップ作成プロセスは、方法論や全体的な手順は示されているが、“詳細な手
順”については十分記述されているとはいえない。しかも、ブレーンストーミング法等により技術を抽
出していくという手順である。ブレーンストーミング法に依ると、論理性に問題が出てくる可能性が出
てくる。この欠点を補う方法として、つぎに述べるようにシステムデザイン思考法の利用を考える。 
 
 3 ．1 システムデザイン思考法の利用 
システムデザイン思考法とは、システムを設計するための思考法である。それはワークデザイン法を
中心とした、目的（機能）展開法（「何のため展開」）、手段展開法（「そのためには展開」）、「なる展開
法」、「できる展開法」など、自問自答式につぎつぎと考えを展開していく方法である。 
システムデザイン思考法を応用した技術ロードマッピング方法を以下に示す。 
① 目的（機能）展開法（何のため展開） 
本法は、企業の事業から目的展開を行うことで「企業が持つ事業の社会に対する本質的な目的と
はなにか」を探るものである。「それは何のために？」とか「何の目的で？」とか「その機能は？」
と、繰り返し問いかけて、本質的な目的を追求していこうとする思考方法である。 
② 手段展開法（そのためには展開） 
本法は、「設定した目的をどのように実現するか」を探るものである。「そのためにはどうすれば
よいか？」と繰り返し問いかけて、その手段を追求していこうとする思考方法である。 
③ なる展開法 
本法は、企業の事業から「企業の持つ技術がどのような社会を形成していくのか」をできるだけ
客観的に探っていこうとするものである。「そうなるとどうなるのか？」を繰り返し問いかけて、将
来どうなっていくかを探っていこうとする思考方法である。 
④ できる展開法 
本法は、企業がもつ事業が社会に対してどのように貢献できるかを明確にするものである。「それ
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ができるとつぎは何ができるか？」を繰り返し問いかけて、その技術の可能性を洗い出そうとする思
考法である。 
 
 3 ．2 技術ロードマップ作成手順の詳細 
上に述べた 4 種類の展開方式を組み合わせて、技術ロードマップを作成していく。その手順は以下の
通りである。なお、説明をわかりやすくするため、本手法を使用して技術ロードマッピングした例（第
 4 節、図１）を使用しながら述べる。 
 
【ステップ 1 】 
―― 企業の主たる事業を目的表現し、「目的展開」を行う。（目的展開法） 
目的展開法により、事業の本質的な目的を探索する。目的展開は最終的に「人々を幸せに生活させ
る」という目的に到達するが、そこまでに至る展開図が即ち“市場ロードマップ”になると考える。こ
こでいう“市場ロードマップ”は、現在の企業が対象としている市場であり、この市場が現状のマーケ
ットニーズであると考える。目的展開によって、企業の事業に対するより上位の目的を明確にすること
で、潜在的なマーケットニーズを新たな角度から発見・検証することが可能となる。 
まず設定する最初の目的表現には、「“価値”を含めない」ことが有効である。一見して、社会に対し
て提供している“価値”が分からない目的表現を敢えて設定することで、目的展開の結果、社会に対し
て企業が提供している付加価値が何であるのかが明確に現れてくる。本例では単に「バーコード」とし
た。そして「バーコードを読み取る」という目的表現から目的展開を開始した。 
目的展開の実施後、展開図に表現された企業の事業に対する目的を一つ選択する。ここで選択した目
的を、企業の事業がもつ社会に対する本質的な目的として設定する。そして、つぎのステップに移る。 
 
【ステップ 2 】 
―― 選択した目的から出発して「なる展開」を行う。（なる展開法） 
ステップ 1 の目的展開から選択した 1 つの目的に対して、「なる展開」を実施する。本例では、「いつ
でも好きなときに世界中にある物を利用して仕事を進める」という目的を選択した。そして、「そうな
るとつぎはどうなるか？」と自問し、つぎの表現を得た。「（そうなると）仕事に世界中の物を使用する
ようになる」、および「（そうなると）仕事に世界中の情報を使用するようになる」。 
このステップ 2 では、「なる展開」を用いることで、企業の本質的な事業目的の実行によりもたらさ
れるであろう、将来の社会像を描く。ここで描かれた社会像は、即ち市場ロードマップになると考える。 
「なる展開」では、各文章の語尾は“～なる”とする必要がある。（目的展開では、各文章の語尾は基
本的には“～する”である）。 
「なる展開」はその性質からすると、波及効果分析の一種と考えられる。すると、波及効果を何処ま
で追うか、という問題が生じる。その指針を与えない限り終点は得られない。本研究では、「なる展
開」の終点として『作成者が理想とする社会像』が現れた地点、とすることにした。後に述べる本稿の
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例では、 5 段階ほどの展開を行った。つまり、「そうなるとどうなるのか？」という自問自答を 5 回繰
り返した。本例では、終点は「国内･海外を問わず注文後すぐに物資が届くようになる」とした。 
 
【ステップ 3 】 
―― 選択した目的から出発して「手段展開」を行う。（手段展開法） 
このステップでは、ステップ 1 によって得られた目的表現から「手段展開」を行う。本例では、先に
選択した目的表現「いつでも好きなときに世界中にある物を利用して仕事を進める」という目的から手
段展開を行った。手段展開では「そのためにはどうすればよいか？」と自問してその手段を自答する。
第 1 段階の自答は「（そのためには）いつでも好きなときに好きな場所で好きな状態の物体を使う」と
した。そして第 2 段階の自問自答、第 3 段階の自問自答をつぎつぎと行っていく。 
この展開で、企業の目的をどのように実現していくか、という手段を浮き彫りにしていくが、この時
の展開図が“狭義の技術ロードマップ”と呼べるものであると考える。というのは、「手段展開」はこ
れから必要となる技術を洗い出していく作業と考えられるからである。 
このステップで行う「手段展開」は、必ずしも自社の保有技術などにとらわれる必要はない。むしろ、
システムデザイン思考法に則り、論理的かつ自由に発想することが肝要となる。『今は自分たちに出来
ないことだ』と思われる技術が、必要な「手段」として現れた時、それが新しい開発テーマとなり、今
後研究すべき対象分野にもなる。 
なお、手段展開を行っていくと、最終的には目的展開の始めの表現に一致する手段が出現する。本例
の場合は「バーコードを読み取る」である。それは、手段展開と目的展開とは正反対の発想原理になっ
ているからである〔４〕。だからといって、すでに行った目的展開に合わせるように手段展開をすべきで
はない。両者は独立に自由に発想していくべきである。 
 
【ステップ 4 】 
――「手段展開」後、「できる展開」を行う。（できる展開法） 
前段のステップ 3 までで、技術ロードマッピングは完了と言える。しかし本ステップを行うと、副産
物的な技術ロードマップが得られる。 
本ステップでは、すでに記述された技術ロードマップ中にある技術要素に対して、「もしその技術が
できるとさらに何ができるか？」と自問する。そして自答する。こうするとその技術要素の用途をより
具体的にあるいはより広げることができる。たとえば本例では、「どんな状態の人にも物体を正確に届
けることができる」と「街を歩いている人に物体を正確に届けることができる」という展開がなされて
いる。 
この意味で、「できる展開」の結果出来上がるのは“製品用途の展開図”ともいえる。それは広義の
「製品ロードマップ」と名付けてもよいものである。しかし、より本質的な意味では「市場のロードマ
ップ」と称するべきであると考える。「できる展開」により作成されたマップは、市場ニーズを“技術
要素をベースにした用途”という観点で表現しているものと考えられる。 
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 3 ．3 本手順の特徴 
システムデザイン思考法を応用した技術ロードマップの作成方法の特徴を整理しておく。 
 ・ 作成手順を明確化し、システムデザイン思考法の各種展開方法を利用することで、一人でも技術ロ
ードマッピングができるようになる。それは自問自答すればよいからである。結果的に、ワークシ
ョップ等の機会を減らし、現場技術者への負担を減らすことに繋がる。 
 ・ 使用する各種展開法は、論理的な思考を促す。目的展開では、「何のために？」と自問自答してい
く。そこでは論理の流れを考えざるをえない。また手段展開では、「そのためには？」と自問自答
していく。ここでも論理的に考えていくことが要求される。「なる展開」は、簡単にいうと因果関
係を推定していく作業である。「そうなるとどうなるの？」という問いかけを繰り返して行ってい
くと、因果の連鎖ができてこよう。そして「できる展開」は「それができると何ができる？」を繰
り返し自問自答していく。この思考プロセスも一種の因果関係を明確にしていく思考であろう。 
 ・ 作成手順を詳細に設定したことで、これまでのロードマッピングにおいて問題となっていた「作成
者の技量によってロードマップの精度が左右される」という点がかなり解消される。誰が行っても
その通り行えば、ある一定水準の技術ロードマップができてくると考える。 
 ・ これらの手順を踏んでいくと、「新たな付加価値を持った製品開発」ができることに気づくことが
ある。それは「できる展開」のプロセスで多く発生する。 
 ・ 目的表現から発想していくために、技術について詳しい知識は必ずしも必要とされるわけではない。
同時に、専門的な用語を使用することもとくに必要とされない。機能（あるいは目的）的な表現を
していけばよい。したがって技術者だけでなく、営業部門や企画部門の人達でも技術ロードマップ
を描くことができる。営業部門や企画部門の人達が本法で技術ロードマップを描けば、ユーザー寄
りの視点からの技術ロードマップを描くことができるであろう。するとそこに新たな市場や用途を
発見できる。そしてこの技術ロードマップを技術者に見せれば、技術者は技術の視点からさらに技
術的な技術ロードマップを描くことになるであろう。 
以上から、本手法は、技術者の時間を（会議などによって）過度に圧迫することなく、期待される技
術ロードマップを手順的に作成することができるものと考える。ただし、この手法は何人かの人たちが
集まって会議体形式で技術ロードマップを作成していく方法を妨げるものではない。会議体形式で行う
場合は、問いかける人と回答する人が同一人でなくてもよい。みんなで問いかけ、みんなで回答するよ
うにすれば、より客観的で精度の高い技術ロードマップができるであろう。 
 
 4 ．技術ロードマップ作成例 
本手法を使用して、技術ロードマッピングを行った。その結果を図１に示す。手掛かりとした最初の
目的表現は「バーコードを読み取る」とした。 
この技術ロードマップ図は、名づけるとすれば「オンデマンド配達」である。これは、ユーザーが何
処にどんな状態でいても、配達を行うサービスである。電話と違い、相手の状況をある程度無視して連
絡が出来る“電子メール”の概念を現実社会の物体にも適用したものとも考えられる。『とりあえず送
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る』という選択肢をユーザーに提供し、またこの方法では確実に相手に届けられるという点が特徴であ
る。その地点に到達するための技術ロードマップを作成できたと考える。 
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図１ 技術ロードマップ（バーコード） 
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 5 ．おわりに 
本研究では、システムデザイン思考法を利用したロードマッピングの作成方法を提案した。そして事
例として筆者の所属する会社の事業に関するロードマップを作成した。その結果、企業の使命から自社
が目指すべき目標、それに至る方向性が明確になった。 
考案したシステムデザイン思考法を利用した技術ロードマップ作成手順を実行することで、ロードマ
ッピング作業における事前準備と実作業時間を短縮できると思われる。また、成果物となる技術ロード
マップの水準を確保できると思われる。さらに、「システムデザイン思考法による自社技術に対する新
たな発見」が実現できたと考える。 
既に研究が進んでいる各種の技術ロードマップ作成プロセスを活用する場合にも、今回取り上げたシ
ステムデザインプロセスを導入することで、作成メンバーに依らず一定以上の技術ロードマッピングが
実施できるものと考える。 
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